
新年名刺交換会 

◇と き 元旦午前11時 

◇ところ 市民文化会館

◇会 費 300円 

◇申込み 市企画総務課 

商工会議所 

会頭 村上 純一 

主催 市長 佐々木栄造 

 

お正月は新暦で 

やりまL よう 

 

 

主唱 市中央公民館 

 

     

     

市共同募金1、 27O, 800円集まりました 

ありがとうございました 

0
 

0
0
o

n
U
O
O
(
H〕
（U
 

0
 
7

1
0
0

(H
】
d
什

0
(
U
n
U
 

(
U
 

〔Z
 
つ
J
 
(
u
J
 
h

く〕
 O
J
 ・1
 
7
1
 に
J
 

3

計
3
8
7
9
7
3
7
2
7
1
6
3
6
2
5
4
 

A
ロ
5
 

区
 

地
 

/
 

（
 
原

町
 
町
 
川

尺
 
町
町
 
広
 

鳥
 
町

町
 
布
 

所

凋
 

町
井
井
 
町
町
末
町
町
町
千
 
町
柳
柳
町
町
町
調
町

五

内
 
町
瀞
叱
乳
曲
廓
担
宮
脚
彫
鳶
一
町
邪
「
コ
町
郵
町
隣

要

上

内
 
新
川
上
中
小
柏
平
新
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十
第
第
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松島地区 

七和地区 

長橋地区 

飯詰地区 

三好地区 

栄地区 

中川地区 

梅田中泉地区 	34.400 

毘沙門長富地区 34. 100 

総計 	 1.270 800 
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共同募金市 

．難鰻籍('I)
) I難 

ガールスカウト （ク） 	n.099 
・手をつなぐ親の会（ク） 	10.290 
・身体障害者福祉会（ク） 	3.964 
以上街頭募金合計 
小中学校 	 52. 525 
保育園所児童館 	 12. 506 
市役所職員一同 	 9.626 
松島町一丁目 	 8.600 

	

二三丁目 	 12. 000 

	

四丁目 	 9.450 

	

五丁目 	 14. 250 

	

六丁目 	 13. 200 

	

七丁目 	 9.700 

	

八丁目 	 9.000 

以上松島町合計 	 76.200 

平和町 	 30. 000 

寺町岩木町 	 28. 960 

鎌谷町 	 28.590 

田町 	 27. 250 

大町 	 22. 800 

元町 	 22. 560 

敷島町 	 21. 000 

栄町 	 19. 200 

布屋町 	 18. 320 

本町 	 18. 000 

下平井町 -, 	 15.000 

錦町 	 14・000 

旭町 	 13・800 

さつき町 	 13. 140 
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町
 
町
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井
 

粉

町
畑
加
鶏

畑
槌
村

秤
麺
的
 

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。
現
 

踊
会
な
ど
が
す
で
に
チ
ヤ
リ
テ
 

》・
  

「
た
す
けあ
っ
て
、
み
ん
な

が
し
あ
わ
せ
に
／
」
を
ス
ロ

ー
 

ガ
ン
に
、
十
月
一
日
か
伊

な

わ
れ
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
は
、
市
民
の
多
大
な
協
力
 

に
よ
り
ま

し
て
次
表
 

の
よ
う
に

目
標
を
十

二
％
上
ま

わ
る
百
一
一

十
七
万
八

百
円
が
集

ま
り
ま
し

た
。
 

こ
の
善

意
は
、
福

祉
施
設
や

子
ど
も
の

遊
び
場
に
 

あ
る
い
は

生
活
の
苦

し
い
人
た

ち
の
在
宅

援
護
や
辺

地
の
援
護
 

ま
た
は
、
災
害
の
見
舞
い
な
ど

に
贈
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
市

内
の
こ
の
運
動
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
柱
に
、
町
内
会
・

部
落
会
・
保
育
関
係
・
教
育
関
 
 

係
、
特
に
更
生
保
護
婦
人
会

・

民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
・

五
所
川
原
婦
人
会
・
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト

・
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

身
体
障
害
者
福
祉
会
の
皆
さ
ん

を
含
め
、
文
字
ど
う
り
市
民
ぐ

る
み
の
ぎ
意
運
動
で
し
た
o
 

み
ん

な
で
 

明
る

い
お
正
月
を
 

歳
末
た

す
け

あ
い

運
動
に

も
ご
協
力
 

を
お

願
い
し

ま
す
 

第
二
十
回
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
は
こ
と
し
も
十
二
月
一
日

か
ら
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
運
動
は
、
市
内
の
、
生
活
に

困
っ
て
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
な
い
よ
う
な
家
庭
に
、
 

明
る
く
楽
し
い
年
越
し
を
し
て
 
 

金
は
も
ち
ろ
ん
、
衣
類

・
食
品
 

日
用
品
な
ど
で

も
結
構
で
す
の

で
、
市
役
所
の

市
福
祉
事
務
所

内
の
市
社
会
福

祉
協
議
会
ま
た

は
、
市
役
所
の

各
支
所

・
出
張

所
に
、
十
二
月

二
十
五
日
ま
で

に
お
届
け
願
い

ま
す
。
 

こ
と
し
も
ま

た
、
 ロ
ー
タ
リ
 

ー
ク
ラ
ブ
・
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

・
茶
道
裏
千

家
淡
交
会
青
年

部
・
ち
ど
り
舞
 
 

イ
ー
シ
ョ
ウ
を
行
な
い
ま
し
た
 

昭和45年12月15日発行 	 252号 
毎月 1日 15日 発行 	 ー部7円 

発 行 五所川原市役所所 （川浪市福祉所長） 

（フンパッする松野公民館飯詰分館長） 
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フロノクのハ、イ 
（高さ 2m程度） 

●屋外に貯ぞうする場合 

でと’ 

かまや保育園で勤労感謝めぐり 
市内鎌谷町のかまや保育園（木村重治園長）では、11 

月20日、勤労感謝めぐりを行ない、市長室ではキリニノ 

組の皆さんが岩館助役に花束を贈りました。 

使

い
方
や

灯
油

の

ご
注
意
く
だ

さ
い
 

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
第

一
石
油
類

灯
油
・
軽
油
な
ど
を
第
二
石
油

類
、
モ
ビ
ー
ル
 
重
油
な
ど
を

第
三
石
油
類
と
い
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
石
油
類
は
、
発
火

性

・
引
火
性
物
品
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
消
防
法
で

「
危
険
物
」
 

と
い
い
ま
す
。
 

◇
数
量
に
よ
り
届
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
 

火
災
予
防
条
例
の
少
量
危
険

物
貯
蔵

・
取
扱
届
出
規
制
に
よ

り
、

一
般
蒼

延
で
も
次
の
数
量

を
貯
蔵

・
取
扱
い
す
る
に
は
居

出
を
、
そ
れ
以
上
の
数
量
は
、
 

消
防
本
部
を
経
由
し
て
市
長
の

許
可
が
必
要
で
す
。
 

イ
、
第
一
石
油
類
 

二
十
拶
以
上
百
膨
未
満
 

口
、
  

第
二
石
油
類
 

百
房
以
上
五
百
膨
未
満
 

ハ
、
第
三
石
油
類
 

四
百
拶
以
上
二
千
影
未
満
 

ニ
、
ま
た
、
そ
の
 「
商
」
 の

和
が

一
以
上
と
な
る
数
量
 

な
お
以
上
に
つ
い
て
違
反
し

た
と
き
は
、
火
災
予
防
条
例
第

五
十
六
条
第

一
項
に
よ
り
、
一
一

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。
 

ま
た
、
以
上
の
詳
し
い
こ
と

や
、
石
油
類
の
正
し
い
貯
蔵

・

取
扱
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
電

話
五
局
の
二
〇
一
九
番
の
消
防

本
部
予
防
係
に
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
の

未
納

が
あ
れ

ぱ
年
金
を
も
ら

え
ま
せ

ん
 こ

と
し
も
十
一
月
一
日
か
ら

国
民
年
金
納
入
強
調
月
間
に
定

め
、
機
会
あ
る
ご
と
に
保
険
料

の
前
納
や
期
別
納
付
を
強
調
し

て
き
ま
し
た
が
、
保
険
料
の
未

納
が
あ
れ
ば
年
金
を
も
ら
え
ま

せ
ん
の
で
特
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
こ
と
し
は
、
市
内
で
、
未

納
が
あ
っ
た
た
め
、
適
用
事
項

が
発
生
し
て
も
約
十
万
円
の
母

子
年
金
を
も
ら
え
な
か
っ
た
人

が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

残
念
な
こ
と
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
保
険
料
を
そ

の
都
度
納
め
て
い
な
け
れ
ば
大

変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
完

全
に
整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
 

農
作
業
も
一
段
落
し
、
出
稼

ぎ
の
人
も
大
分
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
出
稼
ぎ
先
で
の
事
故
も

多
い
の
で
、
出
か
け
る
前
に
納

付
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

そ
し
て
特
に
三
月
三
十
一
日

の
最
終
納
期
に
か
か
わ
ら
ず
今

の
う
ち
に
今
年
度
の
保
険
料
を

完
納
し
安
心
し
て
明
る
い
気
持

ち
で
出
稼
ぎ
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
 

坂
本
さ
ん
と

小
林
さ
ん
 

が
推
薦
に
な
り
ま
し

た

市
観
光
協
会
が
主
催
し
た
、
 

第
一
回
市
観
光
写
真
コ
ソ
テ
ズ

ト
は
、
白
黒
八
十
八
点
カ
ラ

ー
 

二
十
二
点
・
計
百
十
点
の
応
募
 
 

が
あ
り
、
市
観
光
協
会
長
斎
藤

昇
氏

・
商
工
会
議
所
成
田
弘
三

氏

・
青
年
会
議
所
大
村
昭
五
氏

東
奥
日
報
千
田
支
局
長

・
陸
奥

新
報
千
葉
支
社
長

・
青
森
民
友

対
馬
報
道
部
長

・
長
沢
市
商
工

観
光
課
長
ら
審
査
の
あ
と
、
十

月
三
十
日
か
ら
三
日
間
、
中
「
1
 

ギ
ヤ
ラ
リ
ー
で

一
般
市
民
に
公

開
し
ま
し
た
が
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

◇
白
黒
の
部
 

〇
推
薦
 

「
旧
正
月
」
 

飯
 
詰
 
坂
本
 
俊
一

〇
特
選

「
虫
送
り
と
乾
橋
に

岩
木
山
」
 

柏
原
町
 
境
 
静
夫

〇
特
選

「
五
所
川
原
市
図
1
8」
 

新
 
町
 
木
村
 
竜
麿
 

〇
入
選
 

・‘
 

新
宮
町
 
白
岩
 

昭

弘
前
市
 
工
藤
 
富
吉

野
 
里
 
前
田
 
文
弘
 

〇
佳
作
 飯

 
詰
 
長
峰
 

洋
 

ほ
か
十
点
 

〇
努
力
賞
 

蛸
島
長
三
郎

曾
我
 

満

坂
本
 
叡
史

渋
谷
 
新
 

ほ
か
四
点
 

◇
カ
ラ
ー
の
部
 

〇
推
薦

「
ネ
ブ
タ
合
同
運
行
」
 

大
 
町
 
小
林
 
昭
一
一

〇
特
選

「
不
動
公
園
」
 

新
宮
町
 
白
岩
 
昭

〇
特
選

「
虫
送
り
」
 

大
 
町
 
小
林
 
昭
一
一
 

〇
入
選
 

斎
藤
 
英
明
 

下
岩
崎
 
岡
田
 
功
篤
 

鶴
谷
 
光
夫

ほ
か
二
点
 

〇
佳
作
 本

 
町
 
滝
吉
喜
久
弥

平
和
町
 
伊
藤
 
晶
六

新
宮
町
 
角
田
 
稔

ほ
か
四
点
 

親
と
子
の
話
し
合
い
で

冬
の
生
活
を
楽
し
く
し
ま

し
よ
A
ノ
 

冬
の
青
少
年
育
成
運
動
 

一
  

1
2月
2
0日
ー
ー
月
2
0日
 

石
油

ス
ト

ー
ブ
の

貯
蔵
や

取
扱

い
に
 

最
近
、
石
炭
や
薪
に
か
わ
り

石
油
類
を
燃
料
と
す
る
ス
ト

ー
 

ブ

・
コ
ソ
ロ
・
風
呂
釜
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に

火
災
の
原
因
も
大
半
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
よ
く
注

意
し
て
、
あ
な
た
の
家
庭
を
火

災
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
正

し
い
使
い
方
 

火
を
つ
け
た
ま
ま
持
ち

運
び
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
 

使
用
中
は
給
多

し
な
 

い
で
く
だ
さ
い
 

」三
、
逆
風
防
止
装
置
の
マ
戸

・
 

リ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
 

◇
灯
油
を
貯
蔵

・
取
扱
 

い
す
る
に
は
規
制
が
 

あ
り
ま
す
 

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
上
り
 

分飯雛長

院詰田富 

大 

町 

旭 

町 

I
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有給休暇24日、通信教育受講者のスクーリング

参加のときは特別休暇50日が与えられます。 

、 

' 

自
衛
隊
は
若
者
の
 

取
扱
主
任
者

・
x
線
技
工

・
栄

養
士

・
調
理
士
・
丙
種
機
関
工
 

ボ
イ
ラ
ー
技
エ
 

す
ば
ら
し

い
職
場

で
す
 

市
役
所
市
民
課
で
は
い
つ
で
も
志
願
の

申
し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
 

高校定時制 中学校卒業の隊員 

◇
男
の
世
界
で
す
 

自
衛
隊
は
、
国
防
に
直
結
す

る
男
の
世
界
で
す
。
勤
務
し
な

が
ら
勉
学
が
で
き
、
最
新
の
技

術
修
得
と
規
律
あ
る
生
活
は
、
 

よ
き
社
会
人
と
し
て
の
人
間
形

成
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
 

志
願
資
格
は
、
斗
八
才
ー
一
一

十
四
才
の
青
年
男
女
で
す
。
 

◇
身
分
保
証
は
万
全
で
 

す
 

r
 

自
衛
官
は
、
特
別
職
国
家
公

務
員
で
、
入
隊
一
年
間
の
収
入

は
賞
与
を
含
め
て
 

N
ロ
・
いO
ロ
正
x
l
7
し
）
血
廿
3
4
8・
い
ロ
 

ロ
田
に
な
り
ま
す
。
 

六
か
月
以
上
勤
務
す
れ
ば
退

職
手
当
や
災
害
保
償
法
も
適
用

さ
れ
、
傷
病
の
際
も
安
心
し
て

療
養
で
き
ま
す
。
ま
た
、
 一
年

以
上
勤
務
す
れ
ば
年
金
が
適
用

さ
れ
、
十
五
年
勤
務
す
れ
ば
昔

の
恩
給
に
等
し
い
終
身
年
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
 

◇
楽
し
い
隊
内
生
活
と

休
暇
 

自
衛
隊
の
平
日
の
隊
内
生
活

は
、
学
科
・
技
術
教
育
・
体
育

訓
練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
 

十
七
時
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
自
由

時
間
で
す
の
で
、
外
出
や
隊
内

の
娯
楽
お
ょ
び
い
ろ
い
ろ
な
ク

ラ
ブ
活
動
と
楽
し
い
集
い
が
で

き
ま
す
。
 

日
曜
・
祝
祭
日
や
土
曜
日
の

午
後
は
休
み
で
す
が
、
こ
の
ほ

か
、
一
年
二
十
四
日
の
有
給
休

暇
、

一
週
間
の
年
末
年
始
休
暇

さ
ら
に
、
農
繁
期
な
ど
事
情
に

応
じ
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
た
く
さ
ん
の
国
家
資

格
を
と
る
機
会
が
あ

り
ま
す
 

⑧
 
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
人
は

適
性
に
よ
っ
て
、
入
隊
後
次
の

よ
う
に
た
く
さ
ん
の
国
家
資
格
 
 

を
と
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
 

無
線
通
信
士

・
無
線
技
術
士

特
殊
無
線
技
レ
ー
ダ

ー
・
船
舶

通
信
士

・
航
空
通
信
士

・
7
マ

チ
ュ

7
無
線
技
士
・
構
内
交
換

設
備
担
当
者
・
電
気
主
任
技
術

者
・
運
行
管
理
者
（
航
空
管
制
 

）
航
空
機
関
士

・
航
空
工
場
整

備
士

・
ば
接
士

・
測
量
士

・
建

築
土
・
映
写
技
術
者
・
ガ
ス
主

任
技
術
者

・
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士
・
衛
生
検
査
技
士

・

船
舶
衛
生
管
理
人

・
準
看
護
人

衛
生
管
理
者
・
丙
種
船
長
・
乙

種
航
海
士

・
普
通
大
型
自
動
車

免
許

・
特
殊
作
業
用
自
動
車
免

許

・
け
ん
引
免
許
・
二
、
三
級

自
動
車
整
備
士

・
航
空
整
備
士

航
空
士

・
丙
種
機
関
長

・
乙
種

機
関
士
・
建
築
機
械
施
工
士
・

火
薬
類
取
扱
主
任
者
・
危
険
物
 

◇
十
月
三
十
一
日

は
自
衛
 

隊
の
記
念
日
で
す
 

六
十
台
の
機
動
車
と
五
百
人

の
自
衛
官
が
、
乾
橋
か
ら
平
和

町

ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま

し
た
が
、
特
に
ラ
ッ
パ
隊
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
 

年
り
 

〔
‘
】
 

◇
防
衛
庁
長
官
か
ら
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
の
日
、
防
衛
庁
に
お
い
て

中
曾
根
長
官
か
ら
、
募
集
成
績

優
秀
に
よ
り
県
内
で
唯
一
つ
当

市
が
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
 

《
 

“マ
＼き
」
 

◇
り
ん
ご
も
ぎ
の
手
伝
い

に
来
ま
し
た
 

人
手
不
足
で
困
っ
て
い
る
梅

田
地
区
の
人
々
に
、
佐
寿
木
市

長
の
要
請
に
よ
り
、
大
挙
り
ん

ご
も
ぎ
の
手
伝
い
に
来
ま
し
た
 

幹部候補生 

◆昇任コース 

二王11与~士長令三曹 

コーー ーー Iコー 

（→試験 I 一→「黒工→ 
◆進学コース 

高校通信教育 

夜 間 大 学 高等学校卒業の隊員 
大学通信教育 



④
 

市
で
は
、
来

年
四
月
一
日
か
 

ら
保
育
す
る
児

童
の
申
込
み
を

次
の
と
お
り
受

付
け
て
い
ま
す

◇
受
付
期
間

十
ニ
月
十
日

か
ら
来
年
一
月

十
日
ま
で
 

◇
対
象
児
童

就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児
で
家

庭
保
育
が
で
き
 

な
い
事
情
に
あ
る
も
の
 

◇
受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
市
役

所
支
所
及
び
出
張
（
 

◇
入
所
申
請
書
 

用
紙
は
受
付
場
所
お
ょ
び
次

の
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。
 
‘
 

◇
入
所
決
定
 

市
が
実
態
調
査
の
う
え
決
め

ま
す
 ◇

保
育
所
名
 

柳
 
町
 
五
所

川
原
保
育
園

飯
 
詰
 
若
葉
保
育
園

鶴
ケ
 
岡
 
三
好
保

育
所

湊
 
さ
か
え
保

育
所

藻
 
川
 
藻

川
保
育
園

松
島
町
 
松
島
団

地
保
育
園

川
 
山
 
中

川
保

育
所

羽
野
木
沢
 
七

和
保

育
園

鎌
谷
町
 

か
ま
や
保

育
園

米
 
田
 
津
軽
野
保
育
園

梅
 
田
 
梅
田
保
育
園

さ
つ
き
町
 
さ
つ
き
保
育
園

日
乃
出
町
 
さ
く
ら
保
育
園
 

◇
募
集
人
員
 

五
所
川
原
保
育
園
と
松
島
団

地
保
育
園
は
各
百
二
十
人
で
す

が
そ
れ
以
外
の
保
育
園
は
各
六

十
人
で
す
。
 

な
お
、
さ
つ
き
保
育
園
は
来

年
四
月
一
日
開
設
す
る
も
の
で

さ
く
ら
保
育
園
は
、
現
在
の
成

田
町
か
ら
日
乃
出
町
（
平
和
町
 

）
に
移
転
、
来
年
四
月
一
日
開

設
予
定
で
す
。
 

出
稼
対

策
室
で
文
集

を

発
行
し

ま
し

た
 

市
出
稼
対
策
室
と
市
出
稼
協

会
は
、
事
故
の
な
い
明
る
い
出

稼
ぎ
を
推
進
す
る
た
め
に
、
今

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
し
て
 
 

き
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
は
、
市

内
か
ら
出
稼
ぎ
し
て
い
る
約
四

千
人
を
対
象
に
、
毎
年
十
二
月

一
日
付
で
出
稼
ぎ
留
守
家
庭
の

子
ど
も
達
の
文
集
「
津
軽
っ
子
 

」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
そ

の
第
一
号
が
B
五
判
五
十
頁
ガ

リ
バ
ン
刷
り
で
三
百
部
で
き
あ

が
り
ま
し
た
の
で
こ
の
程
発
送

し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
室
で
は
、
隔
月
ご

と
に
、
B
五
判
二
頁
ガ
リ
バ
ン

刷
り
の
広
報

「
津
軽
っ
子
」
も

三
百
部
発
行
し
て
い
ま
す
。
 

職
業
訓

練
生

を
募
集

し
ま
す
 

市
内
大
ぎ
戸
沢
畑
林

（
俗称

飯
詰
ニ
ッ
森
）
に
あ
る
、
雇
用

促
進
事
業
団
五
所
川
原
総
合
高
 

、
等
職
業
訓練
校
で
は
、
昭
和
四

十
六
年
度
の
訓
練
生
を
次
の
よ

う
に
募
集
し
ま
す
。
 

◇
訓
練
科
目
 

機
械
科

・
電
子
機
器
科

・
配

管
科
・
板
金
科
・
仕
上
科

◇
募
集
定
員
 

各
科
二
十
五
人
計
百
二
十
五

人
 

◇
訓
練
期
間
 

二
か
年
 

◇
入
校
資
格
 

義
務
教
育
修
了
の
人
ま
た
は

来
年
三
月
修
了
見
込
み
の
人
、
 

あ
る
い
は
同
等
の
学
力
の
あ
る

人
で
、
身
体
に
欠
陥
が
な
く
入

校
選
考
に
合
格
し
た
人
 

◇
願
書
受
付
 

十
二
月
一
日
ー
来
年
二
月
一
一

十
日
 ◇

選
考
 

選
考
の
と
き
・
と
こ
ろ
は
直

接
願
書
提
出
者
に
通
知
し
ま
す

が
、
中
卒
程
度
の
国
語
・
数
学

理
科
の
学
力
に
つ
い
て
の
筆
記

試
験
と
面
接
試
験
を
行
な
い
ま

す
 

◇
合
格
発
表
 

来
年
三
月
末
に
本
人
お
よ
び

公
共
職
業
安
定
所
に
通
知
す
る

ほ
か
新
聞
紙
上
に
発
表
し
ま
す

◇
入
校
日
 

来
年
四
月
上
旬
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
同
 
 

校
・
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定

所
・
五
所
川
原
商
工
会
議
所
・

市
商
工
観
光
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

教
導
（
技
術
者
）
も

募
集
し

ま
す
 

ま
た
、
同
校
で
は
、
次
の
よ

う
に
教
導

（
技
術
者
）
十
人
も

募
集
し
ま
す
。
 

◇
職
種
 

機
械

・
電
子
機
器
・
配
管

・

板
金

・
仕
上
げ
の
各
科
二
人

◇
資
格
 

大
学
工
学
部
当
該
科
卒
ま
た

は
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
証
を

有
す
る
人
あ
る
い
は
同
等
の
実

力
の
あ
る
人
 

◇
待
遇
 

公
務
員
給
与
に
準
じ
た
雇
用

促
進
事
業
団
給
与
規
定
に
よ
り

ま
す
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
電

話
七
ー
二
〇
二
四
ー
五
番
の
同

校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

須
藤
さ
ん

と
村
田
さ

ん

が
個
人
優
等
賞
で
し

た
 

市
の
本
年
度
の
産
米
改
善
共

励
会
と
り
ん
ご
品
評
会
の
表
彰

式
は
、
十

一
日
、
市
民
文
化
会

館
で
、
佐
々
木
市
長
や
市
内
各

農
協
組
合
長
ら
の
来
賓
と
、
川

島
県
農
事
試
験
場
長
、
福
島
県

り
ん
ご
試
験
場
長
の
両
審
査
員

そ
れ
に
受
賞
者
約
百
人
が
出
席

し
て
盛
沢
山
の
副
賞
を
前
に
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
の
審
査
基
準
は
、
昨

年
ま
で
の
産
米
増
収
共
進
会
か

ら
、
品
質
を
本
位
と
し
た
集
団

作
業
に
お
き
、
り
ん
ご
も
、
立

木
の
状
態
と
品
種
の
国
光
だ
け

見
て
き
た
の
を
、
果
実
、
時
に

新
品
種
の
取
入
れ
に
お
き
ま
し

た
。
 

こ
の
結
果
、
米
作
は
栽
培
技

術
も
年
々
向
上
し
良
質
多
収
を

求
め
て
お
り
、
り
ん
ご
は
、
品

質
が
よ
く
着
色
が
優
れ
、
商
品

化
の
高
い
も
の
の
栽
培
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
 

◇
産
米
共
励
会
 

〇
団
体
優
等
賞
（
知
事
賞
他
）
 

水
野
尾
第

一
農
研
会
 
 

レ
イ
メ
イ
 
（高
橋
重
三
郎
）
 

（
小
田
桐
正
勝
）
 

（
笠
井
 
謙

一
）
 

〇
個
人
優
等
賞
（
知
事
賞
他
）
 

須
藤
美
喜
男
 

（
野
里
深
耕
会
）
 

◇
り
ん
ご
品
評
会
 

〇
団
体
優
等
賞
（
知
事
賞
他
）
 

松
島
第

一
り
ん
ご
園
共
同

防
除
組
合
（
国
光
）
 

（
太
田
光
治
）
 

（
村
田
忠
雄
）
 

（
対
馬
昌
一
）
 

〇
個
人
優
等
賞
（
知
事
賞
他
）
 

村
田
 
忠
雄
 

（
松
島
第
一
共
防
組
合
）
 

保
母

試
験

を
行
な
い
ま

す
 県

で
は
、
毎
年
二
回
裸
母
試

験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
来

年
一
月
中
旬

に
も
行
な
わ
れ
ま

す
の
で
希
望
者
は
市
福
祉
事
務

所
に
詳
し

い
こ
と
を
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

受
験
資
格
は
、
高
卒
あ
る
い

は
高
卒
程
度
の
学
力
が
あ
る
と

文
部
大
臣
が
認
め
た
人
、
ま
た

は
、
満
十
八
才
に
達
し
て
か
ら

保
育
所
な
ど
の
児
童
福
祉
施
設

で
三
年
以
上
児
童
の
保
護
に
従

事
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、
こ
の

ほ
か
、
厚
生
大
臣
が
適
当
な
資

格
が
あ
る
と
認
め
た
人
で
す
。
 

試
験
要
綱
や
受
験
申
し
込
み

用
紙
は
市
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。
 

消
費
生

活
苦
情
相

談
員

の
氏

名
を
訂

正
し

ま
す
 

一
消
費
生
活

の
苦
情
相
談
員
と

し
て
、
県
か
ら
、
市
内
川
端
町

の
新
山
さ
な
さ
ん
と
、
敷
島
町

の
佐
々
木
初
海
さ
ん
が
委
嘱
さ

れ
た
旨
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
佐

々
木
さ
ん
で
な
く
、
大
町
の
小

関
照
代
さ
ん
で
し

た
の
で
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

な
お
、
同
じ
く
前
号
二
頁
の

戦
没
者
の
氏
名
中
、
飯
詰
の
桜

庭
忠
御
さ
ん
と
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
桜
庭
忠
徳
さ
ん
の
誤

り
で
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。
 

保育所の入所申込みを

受付けています 

!
 



⑤
 

県
で
は
、
農

業
か
ら
他
の
産

業
に
転
職
を
希

望
す
る
人
々
に

対
し
、
就
職
を

容
易
に
す
る
た

め
に
次
の
と
お

り
農
業
者
転
職

訓
練
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
 

こ
の
第
三
回
は

来
年
一
月
八
日

か
ら
三
十
日
ま
 

で
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
の

で
、
離
農
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
休
耕
者
の
皆
さ
ん
の
受
講
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
 

訓
練
を
行
な
う
科
明
と
場
所

は
、
配
管
科
は
青
森
専
修
職
業

訓
練
校
分
校
で
、
建
築
科
は
弘

前
専
修
職
業
訓
練
校
で
、
味
驚

科
は
木
造
専
修
職
業
訓
練
校
で

板
金
科
は
、
市
内
下
平
井
町
の

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
五

所
川
原
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

で
す
。
 

教
科
書
代
や
授
業
料
等
無
料

の
ぼ
か
に
、
特
に
、
離
農
者
で

あ
っ
て
一
定
の
資
格
要
件
を
満

た
す
人
に
は
、
月
額
約
二
万
六

千
円
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
 
 

受
講
の
手
続
き
は
、
五
所
川

原
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
市

出
稼
対
策
室
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
 

農
業
者
年
金
制
度
が

発
足
し

ま
す
 

農
業
者
年
金
は
農
業
従
事
者

の
老
後
の
生
活
を
安
定
し
、
後
 

継
者
へ
農
業
を
譲
り
や
す
く
し
 

て
経
営
若
返
り
ゃ
、
農
業
経
営

の
規
模
を
大
き
く
す
る
こ
と
な
 

ど
、
社
会
保
障
と
農
業
近
代
化

の
両
面
を
ね
ら
っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
仕

組
み
は
国
民
年
金
と
合
わ
せ
て

行
な
わ
れ
ま
す
。
 

農
業
者
年
金
を
取
扱
う
農
業

者
年
金
基
金
は
去
る
十
月
一
日

に
設
立
さ
れ
、
来
年
一
月
一
日

か
ら
保
険
料
微
収
な
ど
の
仕
事

を
始
め
ま
す
。
 

◇
加
入
で
き
る
人
 

経
営
面
積
が
五
十
ァ
ー
ル
以

上
の
農
家
の
経
営
主
で
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
当

然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

そ
の
ほ
か
に
、
経
営
面
積
が

二
一
十ァ
ー
ル
以
上
五
十
ァ
ー
ル

未
満
の
経
営
主
、
農
業
生
産
法

人
の
常
時
従
事
者
、
五
十
ァ

ー
 

ル
以
上
の
農
家
の
後
継
者
で

一

定
の
要
件
に
適
合
す
る
人
は
任

意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

こ
れ
ら
の
加
入
者
は
来
年
一

月
一
日
現
在
で
満
五
十
五
才
以

下
の
人
に
限
り
ま
す
。
 

◇
年
金
は
い
く
ら
 

も
ら
え
る
か
 

年
金
は
①
経
営
移
譲
年
金
②

農
業
者
老
令
年
金
③
脱
退

一
時

金
④
死
亡
一
時
金
の
四
種
類
の

給
付
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。
 

給
付
金
額
は
、
経
営
移
穣
し

た
場
合
と
移
譲
し
な
い
場
合
、
 

保
険
料
の
納
め
た
年
数
、
給
付

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い

ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
二
十
年
間
保
険

料
を
納
め
て
経
営
を
移
譲
し
た

場
合
も
ら
え
る
月
額
は
、
六
十

才
ー
六
十
四
才
の
人
は
経
営
移

膜
年
金
を
一
万
六
千
円
で
す
が
 
 

経
営
移
譲
し
な
い
場
合
は
も
ら

え
ま
せ
ん
。
な
お
、
六
十
五
才
 

か
ら
は
国
民
年
金
の
給
付
を
加

え
て
一
万
八
千
八
百
円
で
す
が

経
営
移
譲
し
な
い
場
合
は

一
万

七
千
二
百
円
で
す
。
ま
た
、
三
 

年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
加
入

者
が
途
中
で
退
脱
し
た
り
死
亡
 

し
た
場
合
に
は
納
め
た
保
険
料

に
利
息
を
加
え
た
分
の
一
時
金

が
も
ら
え
ま
す
。
 

◇
保
険
料
は
い
く
ら
か

保
険
料
は
月
額
七
百
五
十
円

で
す
。
こ
れ
は
、
当
分
の
間
、
 

国
で
四
十
二
％
の
一
部
負
担
を

す
る
た
め
で
す
。
 

◇
発
足
時
の
有
利
な
取
扱
い

こ
の
年
金
は
二
十
年
を
最
低

資
格
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
が

現
在
、
す
で
に
三
十
六
才
以
上

の
人
の
た
め
に
特
例
と
し
て
五

年
か
ら
十
九
年
を
も
っ
て
最
低

資
格
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
た
と
え
ば
、
五

十
才
以
上
の
人
が
五
か
年
以
上

保
険
料
を
納
め
れ
ば
給
付
を
受

け
る
資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
年
金
に
加
入
で

き
な
い
人
で
一
定
の
要
件
に
適

合
す
る
人
に
対
し
て
は
農
業
者

年
金
基
金
で
①
離
農
給
付
金
の

給
付
②
離
農
者
の
農
地
の
買
い

入
れ

・
売
り
渡
し
③
離
農
者
の

農
地
を
買
う
人
に
対
し
て
の
融

資
等
の
事
業
を
行
な
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委

員
会
や
農
協
に
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

農
業
用

軽
油
の

免
税
 

申
請
を
し

て
く
だ

さ
い
 

軽
油
引
取
税
の
用
途
免
税
と

さ
れ
て
い
る
農
業
用
軽
油
の
免

税
申
請
者
は
年
女
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
こ
と
し
十
月
末
現
在

の
五
所
川
原
県
税
事
務
所
管
内

の
免
税
証
交
付
人
員
は
八
千
八

百
九
十
人
余
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
農

繁
期
直
前
に
申
請
者
が
集
中
し

た
場
合
、
受
付
事
務
に
支
障
を

き
た
し
農
家
の
皆
さ
ん
に
迷
惑

が
か
か
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
一
 
 

す
の
で
、
市
町
村
別
に
分
け
て

次
の
よ
う
に
免
税
申
請
の
受
付

け
を
し
ま
す
か
ら
、
今
か
ら
申

請
に
必
要
な
書
類
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。
 

◇
申
請
受
付
期
間
 

来
年
一
属
y
尺
日
1
士
土
 

日
の
九
時
ー
十
六
時
 

◇
免
税
証
交
付
日
 

来
年
三
月
十
五
日
 

◇
受
付

・
交
付
場
所
 

市
内
柳
町
十
八
、
五
所
川
原
 

県
税
事
務
所
課
税
課
軽
油
引
取
 

税
係
 ◇

必
要
な
書
類
 

⑥
個
人
ま
た
は
共
同
申
請
者
の

場
Aロ
 

イ
、
免
税
軽
油
使
用
者
証

（
 

新
規
の
申
請
者
は
不
用
で
す
）
 

ロ
、
水
田

・
り
ん
ご
畑
・
普

通
畑
に
区
別
し
た
耕
作
証
明
書

ハ
、
印
か
ん
 

ニ
、
販
売
店
な
ど
の
発
行
す

る
機
械
の
譲
渡
証
明
書

（
新
規

の
申
請
者
と
機
械
に
異
動
が
あ

っ
た
人
が
必
要
で
す
）
 

ホ
、
来
年
中
に
使
用
者
証
が

無
効
に
な
る
人
は
市
役
所
発
行

の
機
械
所
有
証
明
書
 

（
、
前
年
に
軽
油
を
購
入
し

た
日
ご
と
の
納
品
書
 

ト
、
水
田
な
ど
の
揚
排
水
に

使
用
し
た
人
は
前
年
の
実
績
書

こ
と
し
使
用
す
る
人
は
月
日
ご

と
の
使
用
計
画
書
 

チ
、
新
規
の
申
請
者
と
来
年

中
に
使
用
者
証
が
無
効
に
な
る

人
は
百
円
の
県
収
入
証
紙

⑥
防
除
組
合
ま
た
は
ト
ラ
ク
タ
 

ー
利
用
組
合
な
ど
の
場
合

前
記
書
類
の
他
に
、
受
益
面

積
証
明
書

・
個
人
ご
と
に
明
瞭

に
押
切
し
た
組
合
員
名
簿

・
組

合
長
印

・
こ
と
し
中
に
軽
油
を

使
用
し
た
実
績
書
と
受
払
状
況

調

・
来
年
中
の
年
間
作
業
計
画

書
と
軽
油
使
用
数
量
計
画
書
、
 

そ
れ
に
新
規
に
申
請
す
る
組
合

は
規
約
 

な
お
、
申
請
に
必
要
な
市
農

業
委
員
会
の
耕
作
証
明
書
は
、
 

皆
さ
ん
が
一
度
に
来
ら
れ
ま
す

と
事
務
取
扱
い
が
混
雑
し
ま
す

の
で
早
目
に
お
い
で
く
だ
さ
い
 

か
ぜ
は

万
病
の
も
 

と
で
す
 

◇
ふ
だ
ん
か
ら
皮
膚
や
気

道
ね
ん
膜
の
強
化
を
は
か

る
た
め
乾
布
摩
擦
・
冷
水

摩
擦
・
空
気
浴
う
が
い
を

し
、
ま
た
薄
着
の
習
慣
も

つ
け
て
く
だ
さ
い
 

◇
過
労
・
睡
眠
不
足
・
空

腹

・
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏

・
深

酒
な
ど
は
身
体
に
抵
抗
力

を
な
く
し
ま
す
か
ら
止
め

て
く
だ
さ
い
 

◇
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の

服
装
や
、
寝
冷
え
、
汚
れ

た
下
着
、
湯
ざ
め
、
寝
室

の
す
き
間
風
な
ど
の
寒
気

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

◇
血
ぜ
が
流
行
し
て
い
る

と
車
は
、
な
る
べ
く
人
ご

み
に
出
な
い
で
く
だ
さ
い
 

離農転職の受講者に

手当を支給します 

比
ソ

右
い
ー
 



農
地
法
は
こ

の
よ

⑥
 
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
 

今
ま
で
の
農
地
法
は
、
農
地
 

改
革
の
成
果
を
も
と
に
自
作
農

主
義
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
 

た
も
の
で
す
が
、
永
年
に
わ
た

る
時
の
流
れ
は
制
定
当
時
と
社

会
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
、
農
地
法
が
 

農
業
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
批
判
も
で
る
よ

う
に
声
っ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
農
業
者
の
要
請
に
 

応
え
、
農
地
の
流
動
化
を
円
滑

に
し
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
 

生
産
性
の
高
い
農
家
を
育
成
す

る
た
め
、
十
月
一
日
よ
り
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
市
農
 

業
委
員
会
に
お
間
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

農
地
保
有
 

合
理
化
法
人
 

所
有
移
転
許
可
 

違
反
転
用
に
 

対
す
る
処
分
 

和
解
の
仲
介
 

小
作
料
 

賃
貸
借
の
 

解
約
及
び
 

更
新
拒
絶
 

在
村
地
主
 

不
在
地
主
 

草
地
利
用
権
 

要
件
 

権
利
取
得
の
 

権移
転
 
小
作

地
の
所
有
 

農
地
の
貸
付
 

自
作
農
創
設
 
‘
  

農
地
保
有
 

下
限
面
積
 

農
地
保
有
 

上
限
面
積
 

項
 
目
 

原
則
と
し
て
知
事
 

罰
則
だ
け
 

一
筆
ご
と
の
最
高
額
を
決
定
 

の
許
可
を
必
要
 

今
ま
で
の
契
約
の
解
約
更
新
拒
絶
は
知
事
 

一
・
三
へ
ク
タ
ー
ル
ま
で
認
め
る
 

認
め
な
い
 

し
世
帯
労
働
力
を
主
体
に
営
農
す
る
こ
と

権
利
者
及
び
世
帯
員
が
耕
作
事
業
に
従
事
 

る
  
そ
γ
小
作
地
を
小
作
し
て
い
る
者
に
か
ぎ
 

永
久
禁
止
 

た
  
三
十
ア
ー
ル
な
け
れ
ば
取
得
で
き
な
か
っ
 

ク
タ
ー
ル
 

小
作
地
を
含
め
当
市
の
場
合
は
三

・
八
へ
 

改
 
正
 
前
 

を
行
な
う
 

I
 
 

県
立
公
益
法
人
及
び
、
市
町
村
又
は
、
農

協
が
農
地
の
権
利
移
動
の
方
向
づ
け
事
業
 

原
則
と
し
て
農
業
委
員
会
 

事
停
止
命
令
原
状
回
復
措
置
が
で
き
る
 

罰
則
が
追
加
さ
れ
、
許
可
の
取
消
し
、
工
 

れ
た
 

農
業
委
員
会
で
行
な
う
こ
と
が
明
確
に
さ
 

導
す
る
 
統
制
を
廃

止
 

農
業
委
員
会
が
標
準
小
作
料
を
設
定
し
指
  

、り、の今
は引更後
知渡新の
事前拒契
の六絶約
許か及は
可月び十
不以書年
要内面以 
にに上 
成よの 
立る定 
し合期 
た意賃 
も解貸 
の約借 

制
限
 

る
場
合
及
び
合
理
化
法
え
の
貸
付
け
は
無
 

個
人
貸
付
は
今
ま
で
通
り
農
協
え
委
託
す
 

の
全
部
に
っ
い
て
廃
農
す
る
場
合
認
め
る

在
村
時
に
十
年
以
上
所
有
し
て
い
た
農
地
 

る
こ
と
が
で
き
る
質
借
権
 

利
用
施
設
と
す
る
た
め
未
墾
地
に
設
定
す
 

市
町
村
及
び
、
農
協
が
牧
草
裁
培
の
共
同
 

得
農
地
の
効
率
的
利
用
を
は
か
る
こ
と
 

す
べ
き
農
地
の
営
農
に
常
時
従
事
し
、
取

権
利
者
又
は
、
世
帯
員
が
耕
作
事
業
に
供
 

も
よ
い
 
小
作
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
小
作
人
以
外
で
 

る
  
国
の
売
渡
し
後
十
年
を
経
過
す
れ
ば
で
き
 

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

取
得
し
た
面
積
を
併
わ
せ
て
五
十
ア
ー
ル
 

廃
 

止
 

改
 

正
 
後
 

り
知
事
 

可
、
転
用
（
四
・
五
条
）
は

従
来
通
 

移
動
（
三
条
）
 
は
農
業
委
員ム
云
の許
 

に
よ
る
 

は
、
向
う
十
年
間
改
正
前
の
小
作
料
 

但
し
、
今
ま
で
に
契
約
さ
れ
た
も

の
 

従
来
通
り
知
事
の
許
可
が
必
要
 

但
し
、
今
ま
で
の
賃
貸
借
の
解
約
は
 

一
・
三
へ
ク
タ
ー
ル
ま
で
 

但
し
親
子
二
代
に
か
ぎ
り
面
積
は
 

が
強
加
さ
れ
た
。
 
 

値
上
り
を
待
っ
投
機
的
取
得
の
防
止
 

農
業
を
や
る
っ
も
り
で
な
く
地
価
の
 

耕
作
権
は
従
前
の
通
り
 

以
内
に
書
面
で
行
っ
た
も
の
 

同
意
は
所
有
権
移
転
申
請
の
六
か
月
  

f 

っ
た
 

農
地
は
い
く
ら
保
有
し
て
も
よ
く
な
 

備 

考 



⑦
 

ま
た
寒
い
冬

が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
水
道
に

と
っ
て
冬
は

い

ろ
い
ろ
と
、
や

っ
か
い
な
こ
と

が
多
い

の
で
、
 

次
の
こ
と
が
ら

に
ご
注
意
ご
協

力
を
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

◇
出
し
っ
放
し
は
損
で
す

雪
の
た
め
検
計

が
出
来
な
く

な
り
ま
す
と
、
来
春
ま
で
、
料

金
は
認
定
で
告
知
し
ま
す
。
春

に
な
っ
て
メ
ー
タ
ー
が
見
え
る

よ
う
に
な
っ

て
か
ら
冬
期
間
の

整
理
を
し
ま
す
。‘
 

冬
期
間
の
凍
結
防

止
？
・
と
い

う
こ
と
で

の
出
し
っ
放
し
は
、
 

春
に
な
って
び
っく
り
r
程
 

メ
ー
タ
ー
が
あ
が
り
ま
す
。
 

◇
破
裂
の
際
は
す
ぐ

修
理
し
て
く
だ
さ
い
 

と
、
 

こ
の
ホ
ー
ム
 

r
 

り
 
は
く
る
み
園
と

見
 

マ
 
弥
し
、
身
体
ま

虻

D
 
人
 
た
は
環
境
上
の

設
 

老
 
理
由
で
、
自
宅

菰
 
護
 

で
養
護
を
受
け

市
 
者
 

る
こ
と
が
困
難

な
六
十
五
才
以
上
の
県
内
の
五

十
人
の
老
人
を
収
容
し
、
安
ら

か
な
余
生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
 

寒
く
な
っ
て
水
道
管
が
凍
結

や
破
裂
を
し

な
い
ょ
う
、
水
抜

せ
ん

・
不
凍
せ
ん

・
電
熱
保
温

な
ど
を
取
付
け

て
く
だ
さ
い
。
 

も
し
、
破
裂
し
た
ら
す
ぐ
修

理
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い

そ
う
で
な
い
と
水
道
料
金
が
高

く
つ
き
ま
す
。
 

◇
修
理
の
依
頼
は
領
収

書
の
番
号
な
ど
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

料
金
の
問
い
合
わ
せ
や
、
修

理
の
依
頼
は
、
必
ず
水
道
料
金

の
領
収
書
に
記
載
さ
れ
て
あ
る

番
号

・
住
所
・
氏
名
な
ど
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

こ
れ
ら
で
申
し
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
用
件
が
非
常
に
早
く

簡
単
身

川
み
ま
す
o
 

◇
一
時
中

止
も
必
ず
 

届
出
て
く
だ
さ

い
 

転
出
や
出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
っ

て
、
使
用
を
一
時
中
止

す
る
と

き
も
必
ず
水
道
課

に
届
出
て
く
 

た
め
、
市
内
下
平
井
町
の
幾
世

森
地
区
に
総
工
費
二
千
三
百
万

円
で
建
て
昭
和
三
十
九
年
六

月

一
日
開
園
し
た
も
の
で
す
。
 

職
員

は
十
一
人
、
居
間
は
四

人
部
屋
十

一
室
・
二
人
部
屋
三

室
の
ほ
か
診
療

室
・
静
養

室
・

洗
濯
室
・
乾
燥
室
・
食
堂

・
浴

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

年
中
行
事
は
新
年
会
・
春
秋
 

彼
岸
祭
・
春
秋

野
外
レ

ク
リ

ー
 

シ
ョ
ン

・
観
桜

会
・
命

日
会
・

敬
老
会
・
物
故

者
慰
霊
祭
・
忘

年
会
の
ほ

か
公

民
館
の
明
日
を

ひ
ら
く
映
画
の

会
が
毎
月
行
な

わ
れ
て
い
ま
す

な
お
、
前
号

で
紹
介
し
た
衛

生

セ
ン
タ
ー
は

高
瀬
地
区
内
に

あ
り
ま
す
。
 
 

だ
さ

い
。
中
止
の
届
出
に
よ
っ

て
元
せ
ん
を
閉
め
ま
す
が
、
 
こ

の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
、

使
用

し
な
か
っ
た
月
が
あ
っ

て
も
、
 

そ
の
分
の
基
本
料
金
を
支
払

わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
 

◇
給
水
装
置
は
あ
な

た

の
も
の
で
す
 

道
路
に
布
設
さ
れ
て
い
る
配

水
管
か
ら
分
け
て
、
家
庭
な
ど

に
引
き
込
ん
だ
管
ゃ
、
す
で

に

引
き
込
ん
で
あ
る
他
人
の
管
か

ら
分
け
て
引
い
た
給
水
管
や
、
 

こ
れ
ら
の
給
水
管
に
取
り

付
け

ら
れ
て
あ
る
、
止
水
せ
ん

・
メ
 

ー
タ
ー
・
蛇
ロ
な
ど
の
器
具
を

含
め
て
給
水
装
置
と
い
い

ま
す

メ
ー
タ
ー
を
除
い
た
給
水
装
置

は
あ
な
た
の
所
有
物
で
す

の
で

故
障
な
ど

に
よ
る
破
裂
や
漏
パ

は
原
則
と
し
て
あ
な
た
の
負
担

に
な
り
ま
す
の
で
、

維
持
管
理

に
つ
い
て
は
充
分
ご
注
意
願

い

ま
す
。
 

ィ吏わはいと早く老ィヒする 

冬
に
冷
蔵
庫

を
止
め
る

の
は
損
で
す
 

冬
に
冷
蔵
庫
を
止
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
電
気
代
が
百
六
十

円
ば
か
り
得
す
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
か
ん
じ
ん
の
冷
蔵
庫

の
寿
命
を
縮
め
ま
す
の
で
、
却

っ
て
損
で
す
。
 

冷
蔵
庫
は
、
冷
却
し

た
り
、
 

放
熱
し

た
り
、
圧
縮
し

た
り
す

る
い
ろ
い
ろ
な
部
分
が
一
体

と

な
っ
て
働
い
て
い
る
も
の
で
す

か
ら
、
こ
れ
を
止
め
る
こ
と
は

人
間
の
血
管
を
止
め
る

こ
と
と

同
じ

こ
と
で
、
寿
命
を
縮
め
る

結
果

と
な
り
ま
す
。
 

冷
蔵
庫
は
、
単
に
冷
や
す

だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
利

用
法

が
あ
る
は
ず
で

一
年
中
必
要
な
 

一
 

も
の
で
す
、
 

あ
な
た
も
わ
た
し

も

守
ろ
う

人
権
 

基
本
的
人
権

は
な
ん
び
と
も

こ
れ
を
侵
す
こ

と
の
で
き
な
い

永
久

の
権
利
で
あ
り
、

ま
た
、
 

人
権
尊

重
と
い
う
こ
と
が
今
日

の
人
間
生
活
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
基
礎
的
な
条
件

で
す
。
 

十
二
月
十
日
で

終
わ
っ

た
、
 

第
二
十
二
回
人
権
週
間
を
機
会

に
、
私
達

は
こ
の
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
認
識
し
、

お
互
い
に
人

権
を
尊
重
し

合
う
民
主
的
な
社

会
慣
行
を
確
立
し

て
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
匂
築
く
た
め

に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
 
・一
 

人
権
問
題
や
法
律
問
題
な
ど

で
お
困
り
の
と
き
は
人
権

擁
護

委
員
か
法
務
局

五
所
川
原
支
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は

無
料
で
、

秘
密
を
守
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

年
末
年

始
帰
郷
の
勤

労

青
少
年

の
旅
客
運

賃
を

割
引

き
し

ま
す
 

労
働
省
と
国
鉄
で
は
、
年
末

年
始
に
帰

郷
す
る
、

お
手
伝
い

さ
ん
を
含
む
勤
労
青
少
年
の
旅

客
運
賃
を
次
の
よ
う
に
割
引
き

し
ま
す
。
 

対
象
は
、
十
五
才
か
ら

二
十

才
未
満
ま
で
の
働
い
て
い
る
青

少
年
で
、

就
職
の
と
き

中
央

に

住
居
を
移
し
た
人
で
す
。
 

割
引
き
の
期
間
は
、

十
二
月

十
五
日
か
ら
来
年
一
月
二
十
五

日
ま
で
で
、
片
道
百
キ

ロ
メ
ー
 

ト
ル
以
上

の
普
通
往
復
運

賃
が

二
割
引
き
に
な

り
ま
す
の
で
、
 

割
引
期
間
内
に
、

勤
務
先

の
も

よ
り
の
労
働
基
準

監
督
署
に
割

引
証
交
付

の
手
続
き

を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

あ
な
た
の
家
族
や
知
人
で
、
 

中
央
の
事
業
所
で
働

い
て
い
る

青
少
年
に
、

こ
の
割
引
制
度

の

あ
る
こ
と

を
お
知
ら

せ
く
だ
さ

い
。
 

冬の水道はこのよう

にしてくだい 



＠保険料1.000円のときの前納割引例 

前納月数 保険料 割引額 払込額 割引率 

3 か月 
3
.
 
0
 

円
0
0
 

 
100 2.900 3分鱒 

6 か月 6.000 500 5
.
5
0
0
 

1
1.
0
0
0
 

 

8分3厘 

1 か年 12. 000 1. 000 8分3厘 

みんなで明るいお正月を 

魯難 

麟舞 

g曾事 

才篇費 

こ
の
金
額
は
、
今

年
度
四
月
一
日
か
ら

⑧
 

月
 
八

月
末
日
ま
で
の
、
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険

積
立
金
で
全
国
の
加

入
者
か
ら
預
っ
た
共

同
財
産
で
す
。
こ
の
 

お
金
が
、
住
宅
・
学

校
・
道
路

・
橋
梁
・

公
園
・
病
院
な
ど
の

公
共
建
設
に
使
わ
れ

て
、
明
る
く
住
み
よ

い
国
づ
く
り
や
町
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
 

ま
す
。
 

あ
な
た
も
今
す
ぐ
簡
易
保
険
 

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

郵
政
大
臣

が
米

寿
者
に

金
盃

を
贈
り
ま
し
今
 

明
治
十
五
年
生
ま
れ
の
八
十

八
才
、
す
な
わ
ち
、
こ
と
し
米

寿
を
迎
え
た
人
々
は
、
全
国
で

三
万
八
千
四
百
十
人
と
い
わ
れ

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
の
困
難
な
時
代
を
社

会
の
中
堅
と
し
て
過
ご
し
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
郵
政
省
で
は

第
十
五
回
簡
易
保
険
月
間
の
行

事
と
し
て
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
老

人
を
大
切
に
す
る
気
風
を
醸
成

し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ

の
程
、
金
盃
を
贈
り
ま
し
た
。
 

こ
の
人
々
は
ま
た
、
現
に
あ

る
い
は
、
か
つ
て
簡
易
保
険
加

入
者
と
し
て
も
協
力
し
た
わ
け

で
す
が
、
五
所
川
原
郵
便
局
区

内
で
は
、
十
一
月
十
七
日
、
次

の
八
人
に
菅
田
局
長
か
ら
大
臣

祝
辞
と
金
盃
を
伝
達
し
ま
し
た

幾
世
森
く
る
み
園
内
伊
藤
末

吉
、
同
外
崎
シ
ョ
、
下
平
井
町

宮
本
婦
く
ま
、
雛
田
町
荒
関
タ
 
 

マ
、
錦
町
千
葉
さ
だ
、
湊
中
け

さ
と
、
沖
飯
詰
蜂
」井
カ
ョ
、
鶴

ケ
岡
長
尾
専
太
郎
。
 

中
里
局

の
電

話
番
号
が

変
わ

り
ま
し

た
 

十
一
月
二
十
日
か
ら
、
中
里

局
の
市
外
局
番
が
今
ま
で
の
〇

一
七
三
五
七
か
ら
最
後
の
七
が

消
え
て
五
ケ
タ
の
〇
一
七
三
五

に
、
市
内
局
番
は
中
里
地
局
は

七
、
内
潟
地
区
は
八
に
、
ま
た

加
入
者
番
号
も
全
部
四
ケ
タ
の

新
番
号
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で

お
手
も
と
の
番
号
簿
を
訂
正
し

て
く
だ
さ
い
。
 

簡
易
保
険
は
纏
め
て

払
え

ば
お
得

で
す
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
 

婦
人
会
・
町
内
会
・
商
店
会
・
 

P
T
A
・
職
域
・
地
域
な
ど
で

十
五
人
以
上
の
被
保
険
者
で
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
代
表
者
を

決
め
て
保
険
料
を
団
体
で
払
込

む
方
法
を
勧
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
方
法
で
払
込
み
ま
す
と
毎

月
払
込
み
の
と
き
は
保
険
料
の

七
分
、
三
か
月
前
納
は
保
険
料

の
八
分
、
六
か
月
前
納
は
保
険

料
の
一
割
で
、
し
か
も
こ
の
割

引
料

の
中
の
二
分
は
取
扱
者
の

手
数
料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
農
産
物
の
売
払
代
金

や
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
一
時
に
多
額

の
お
金
が
入
っ
た
と
き
も
そ
の

中
か
ら
簡
易
保
険
料
を
ま
と
め

て
前
納
し
ま
す
と
次
表
の
よ
う

に
貯
金
の
利
率
を
上
ま
わ
る
大

巾
な
割
引
方
法
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
大
切
な
お
金
は
ぜ
ひ
こ
の

前
納
方
法
で
活
用
し
て
く
だ
さ
 
 

い
。
 

生
命
保
険

料
の
控
除
申

告
は
こ

の
よ
う

に
 

例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
給
与

所
得
者
が
生
命
保
険
料
控
除
申

告
書
を
提
出
す
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
 

一
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
そ

の
年
中
に
払
い
込
ん
だ
保
険
料

が
年
額
九
千
円

（
月
額
七
百
五

十
円
）
と
な
る
契
約
に
つ
い
て

は
そ
の
年
中
に
払
い
込
ん
だ
保

険
料
の
金
額
お
ょ
び
契
約
者
の

氏
名
を
証
明
す
る
書
類
を
申
告

書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

た
だ
し
、
官
公
署
・
学
校
・

事
務
所
・
営
業
所
・
工
場
・
事

業
場
な
ど
で
、
保
険
料
を
団
体

取
扱
い
で
払
い
込
み
中
の
保
険

契
約
に
限
り
、
特
に
給
与
所
得

者
の
保
険
料
控
除
申
告
書
の
「
 

職
域
団
体
責
任
者
確
認
印
」
欄

に
、
団
体
代
表
者
が
認
印
を
押

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
記
の
証

明
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

団
体
契
約
加
入
者
は
必
ら
ず
代

表
者
の
認
印
を
受
け
て
く
だ
さ
 

し
か
し
、
 
 
町
内
会
・
部
落
会
 

な
ど
の
団
体
取
扱
い
は
除
か
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

特
に
会
社

・
商
店
に
 

ご
協
力

を
お

願
い
し

ま

す
 現

在
、
郵
便
物
の
区
分
け
は

す
べ
て
郵
便
番
号
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
、
番
号
の
な
い
も
の
は

ど
う
し
て
も
遅
く
な
る
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

郵
便
番
号
の
記
載
率
は
、
全

国
で
八
十
％
、
五
所
川
原
市
で

七
十
五
％
で
す
が
、
記
載
率
は

な
ん
と
い
っ
て
も
利
用
者
特
に

大
ロ
の
利
用
者
で
あ
る
会
社
商

店
な
ど
の
協
力
が
な
け
れ
ば
こ

れ
以
上
の
向
上
は
望
め
な
い
現

状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

郵
便
物
の
混
雑
す
る
年
末
も

間
近
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

ご
手
数
で
も
郵
便
物
に
は
必
ら

ず
郵
便
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
 

郵
便
物
が

風
邪

を

ひ
き

ま
す
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
郵
便

受
函
の
設
置
運
動
を
勧
め
て
い

ま
す
が
、
現
在
、
市
内
で
未
だ

受
函
を
つ
け
て
い
な
い
世
帯
が

約
六
十
％
も
あ
り
ま
す
。
 

最
近
の
住
宅
は
ア
ル
、、
、
サ
ッ

シ
な
ど
で
戸
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
郵
便
物
を
入
れ
る
ス
キ

間
が
な
く
、
止
む
な
く
郵
便
物

を
持
帰
っ
て
し
ま
う
例
が
多
く

ま
た
、
雨
天
の
日
な
ど
は
大
切

な
郵
便
物
を
、
せ
っ
か
く
配
達

し
て
も
濡
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
 

風
で
飛
ん
だ
り
し
て
配
達
業
務

の
渋
滞
す
る
原
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
局
で

は
、
雨
や
雪
が
降
っ
て
も
濡
れ

な
い
、
然
も
盗
難
防
止
に
も
な

る
標
準
規
格
品
の
受
函
を
七
百

円
で
斡
旋
し
て
い
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
ま

た
は
電
話
四
局
三
二
〇
二
番
の

五
所
川
原
郵
便
局
お
よ
び
市
内

の
指
定
局
へ
ど
う
ぞ
。
す
ぐ
お

届
け
し
ま
す
。
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